
 

ほけんだより ６月号 
    0～2歳児 

 乳歯が生えそろう２歳半～３歳ごろまで、

子どもたちは、あごや唇、舌などを使って食べ

る練習を続けています。この時期には、食べる

力に合わせた食事をとることが大切です。 

発達に合わない食べ物を食べていると、

成長してから「かまない」「丸飲み」な

どの問題が出ることも。焦らず、お子さ

んに合った食べ物を工夫しましょう。 

赤ちゃんには、７～８か月のころに、かわいらしい前歯が生えてきます。その後、３歳ご

ろまでに、20本の乳歯が生えてきます。乳歯は、やわらかく虫歯になりやすいため、しっ

かり守ってあげましょう。 

❈ 内科健診のお知らせ ❈ 
6月９日（金）10時～内科健診を行います。 

 

★ 問診票の太枠内の項目を記入し、6月５日（月）までに提出 

★ 健診当日は 9時 15分までの登園をお願いいたします。 

★ 髪の長いお子様はゴムで結んできてください。 

令和５年６月 

いちごえ保育園  

西山貴美代 



 

ほけんだより ６月号 
  ２～５歳児 

歯はかたい食べ物もかめるよう、エナメル質で覆われています。しかし、乳歯は永久歯

に比べてエナメル質が薄く、虫歯になりやすいのです。小さなころから、歯みがきの習慣

をつけて歯を守りましょう。 

令和５年６月 

いちごえ保育園  

西山貴美代 

 ものを食べるのに欠かせない「歯」。乳歯が虫歯で抜けてしまうと、食べることに支障が出るた

め、体の成長にも影響します。小さいころから歯みがきの習慣をつけて、歯を守りましょう。 

 また、歯医者さんは歯を守る強い味方です。 
歯がきちんとみがけているか、虫歯はないかなど、歯のトラブルを予防するために、お子さんとい

っしょに家族で定期的に歯科検診を受けるのもおすすめです。 

㊟水筒の取り扱いについてお願い 

ちゅうりっぷ組・ゆり組・ひまわり組の毎日の水筒

持参に関して、いつもご協力して頂きありがとうござ

います。 

ところで、水筒内に氷水を入れてるお子様がいらっ

しゃいます。誤飲事故防止のために氷は入れないよう

お願いいたします。 

また、水筒はステンレス製のものやプラスチック製

のものなどありますが、足に落下したときに内出血を

起こしたり、ステンレス製の水筒は、特に底が凸凹し

ていると切り傷になったりしています。こうしたケガ

や破損防止対策として、水筒カバーや水筒底カバーを

付けることをお勧めいたします。 

その他、水筒パッキンの汚れ・破損、ひも及び取り

付け部分の破損がないかなど、今一度、水筒チェッ

クをお願いします。 

❈ 内科健診のお知らせ ❈ 
 6月９日（金）10時～内科健診 

を行います。 

 
 

★ 問診票の太枠内の項目を記入し、 

6月５日（月）までに提出 

★ 健診当日は 9時 15分までの登園

をお願いいたします。 

★ 髪の長いお子様はゴムで結んでき

てください。 


